
第３回 トップアスリートのまち・北区推進協議会 次第 

 

日時：令和 6 年２月７日（水）午後７時～ 

                        場所：北とぴあ 7 階第 2 研修室 

 

１ 開会 

 

２ 座長あいさつ 

 

３ 協議事項 

（１）2024 年パリオリンピック・パラリンピック競技大会気運醸成について 

（資料１） 

（２）東京 2025 世界陸上・デフリンピック気運醸成について（資料２） 

 

４ 報告事項 

（１）事業報告について（資料３） 

（２）日本卓球協会及び T リーグ・パラ卓球 2 競技団体との協定締結及び今後の

展望について（資料４） 

（３）要綱改正について 

 

５ 情報提供 

（１）NPO 法人日本オリンピアンズ協会オリンピアン巡回指導事業（資料５） 

 

６ 各団体・機関からの報告 

 

７ 閉会 

---------------------------------------------------------------------- 

【配付資料一覧】 

・次第 

・協議会構成員名簿 

・席次表 

・（資料１）2024 年パリオリンピック・パラリンピック競技大会気運醸成について 

・（資料２）東京 2025 世界陸上・デフリンピック気運醸成について 

・（資料３）事業報告について 

・（資料４）日本卓球協会及び T リーグ・パラ卓球 2 競技団体との協定締結及び今後の展望に 

ついて 

・（資料５）NPO 法人日本オリンピアンズ協会オリンピアン巡回指導事業 



区分 No. 団体･機関等 氏名（敬称略）

1 東洋大学　健康スポーツ科学部 齊藤　恭平

2 東洋大学　健康スポーツ科学部 谷塚　哲

3 北区スポーツ大使 高橋　勇市

4 北区スポーツ大使 上田　春佳

5 北区スポーツ大使 宇山　賢

6 北区スポーツ大使 小川　仁士

7 北区スポーツ大使 澤田　優蘭

8 日本スポーツ振興センター　ハイパフォーマンスセンター運営部 中村　勝尚

9 東京都障害者総合スポーツセンター 髙山　浩久

10 東京都北区体育協会 田草川　昭夫

11 特定非営利活動法人　れっど★しゃっふる（総合型地域スポーツクラブ） 宮坂　一朗

12 コミスポたきのがわ（総合型地域スポーツクラブ） 大竹　秀樹

13 北区スポーツ推進委員協議会 葛西　大

14 東京ヴェルディ株式会社 太田　和哉

15 北区町会自治会連合会 長谷川　清　（※1）

16 北区商店街連合会 成川　友英

17 東京商工会議所北支部 越野　充博

18 一般社団法人　東京北区観光協会 大前　孝太郎

19 公益財団法人　北区文化振興財団 石山　泰史

20 北区立小学校体育会 中村　順子

21 北区立中学校体育会 守谷　暢明

22 北区立小学校PTA連合会 平田　賢

23 北区立中学校PTA連合会 森　健太郎

24 北区青少年地区委員会 鈴木　將雄

25 北区青少年委員会 恒松　晃

26 北区政策経営部 藤野　浩史（※2）

27 北区政策経営部しごと連携担当室（※3） 中嶋　稔

28 北区地域振興部 松田　秀行

29 北区教育委員会事務局教育振興部 小野村　弘幸

（※１）北区町会自治会連合会の総会後、新たに構成員になられました。

【事務局】スポーツ推進課トップアスリートのまち推進係

（※3）北区組織改正に伴い、新たに追加となりました。

（※2）北区人事異動に伴い、新たに構成員になられました。

行政

令和5年度　トップアスリートのまち・北区推進協議会構成員名簿

地域･産業

文化･観光

教育

スポーツ

学識経験者
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2024 年パリオリンピック・パラリンピック競技大会 

気運醸成について 

 

１ 要 旨 

令和 6 年 7 月から 9 月にかけて、2024 年パリオリンピック・パラ 

リンピック競技大会（以下「パリ大会」）が開催される。 

パリ大会に出場する「北区ゆかりのアスリート」と連携した事業をオ

ール北区で取り組んでいくことで、北区内の大会気運を醸成し「トップ

アスリートのまち・北区」の推進や、東京 2020 オリンピック・パラリ

ンピック競技大会のレガシーの継承・発展を図っていく。 

 

２ パリ大会について 

・オリンピック 

   開催期間：令和 6 年 7 月 26 日（金）～8 月 11 日（日） 

  ・パラリンピック 

   開催期間：令和 6 年 8 月 28 日（水）～9 月 8 日（日） 

 

３ 気運醸成事業（案） 

（１）「北区ゆかりのアスリート（スポーツ大使含む）」応援ポータルサイ   

トの作成 

※北区在住、在勤、出身、保育・幼稚園卒業、小・中・高等学校卒業及

び区内大学在学等の方を「北区ゆかりのアスリート」としている。 

 

①概 要 

    パリ大会出場を目指す・内定した北区ゆかりのアスリートのプロ

フィール、活躍情報、パリ大会出場スケジュール等を集約したポー

タルサイトを北区 HP 内に開設する。 

   ※掲載イメージ「別紙１」参照。 

  ②掲載コンテンツ 

   ・アスリート一覧 

   ・アスリート個別紹介ページ（プロフィールや大会情報） 

   ・アスリートインタビューや区民へのコメント 

   ・区民からの応援メッセージ募集 

   ・パリ大会競技スケジュール等関連情報へのリンク 

  ③「北区ゆかりのアスリート応援団」ページ 

    サイト上に閲覧者からの応援メッセージを募集するページを作成

し、メッセージの公開やアスリートへの送付を行う。 
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  ④ポータルサイトの周知 

    区報、SNS、北区公式 LINE、Yahoo!くらし（北区）等を活用し、

HP 開設や更新情報等を随時発信する。区民が受動的に情報を取得

できる媒体を検討・活用していく。 

 

（２）出場内定アスリートの周知及び応援 

  ①概 要 

    パリ大会出場が内定したゆかりのアスリートをポータルサイト等

で掲載するとともに、区役所、区内施設や商店街といった人目に付

く場所に装飾（懸垂幕、バナー、ポスター等々）を施し、区民に対

してアスリートの知名度を高め応援気運の醸成につなげる。 

    出場内定時期は競技によって様々であり、すでに内定している競

技もある。 

 

  ②デザインや知的財産の確認について 

    アスリート肖像や大会文言・エンブレム等は事務局を通して随時

アスリートや所属団体、JOC 等への確認を行う。 

 

  ③壮行会 

    内定選手のスケジュール次第では大会前の壮行会を区内で実施し、

区民からの激励、選手からの意気込み、インタビュー等を行う。 

 

（３）パブリックビューイング 

  ①概 要 

    ゆかりのアスリートが出場する試合のパブリックビューイングを

実施し、区全体で活躍を応援し大会を盛り上げる。 

    ただし、時差の兼ね合いで日本時間だと深夜になる競技もあり。 

 

  ②実施場所候補 

    北とぴあ、区内体育施設、東洋大学赤羽台キャンパス等 

 

  ③実施申請の手続きについて 

    現時点で JOC や東京都等から申請手続きやガイドラインは提示

されていない。団体向け実施ガイドラインが公表され次第、協議会

委員への共有を行う。 
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（４）パリオリンピック・パラリンピック報告会 

  ①概 要 

    パリ大会に出場したゆかりのアスリート・東洋大アスリート等を

お呼びし、東洋大学赤羽台キャンパス HELSPO HUB-3 にて大会

報告会を実施する。詳細については東洋大学 TOYO スポーツセン

ターと調整中。 

 

  ②日 時 

   令和 6 年 9 月１４日（土）※仮予定 

 

  ③内 容（例） 

   ・パリ大会出場アスリートによるトークショー形式のオリンピッ 

ク・パラリンピック報告会の実施。質問タイムやサイン会、プレ 

ゼント企画等を用意し、区民との交流を図る。 

   ・競技デモンストレーション、小中学生による楽器演奏等。 

   ・各種スポーツ教室の実施。 



【別紙１】
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【資料２】 
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東京 2025 世界陸上・デフリンピック 

気運醸成について 

 

１ 要 旨 

令和 7 年 9 月に東京 2025 世界陸上、11 月に東京 2025 デフリ

ンピックが開催される。 

大会出場を目指す「北区ゆかりのアスリート」と連携した事業を北

区全体で取り組んでいくことで、北区内の大会気運を醸成し「トップ

アスリートのまち・北区」の推進や、東京 2020 オリンピック・パラ

リンピック競技大会のレガシーの継承・創出を図っていく。 

 

２ 大会について 

・東京 2025 世界陸上 

   開催期間：令和７年９月 13 日（土）～９月 21 日（日） 

  ・東京 2025 デフリンピック 

   開催期間：令和７年 11 月 15 日（土）～11 月 26 日（水） 

 

３ 実施事業（案） 

（１）北区ゆかりのアスリートと連携した普及啓発事業の実施 

  ①東京 2025 世界陸上 丸山優真（まるやま ゆうま）選手 

   1998 年大阪府生まれ。北区在住。昨年 8 月のブタペスト世界陸上

の十種競技で 15 位。同年 9 月～10 月にかけて中国・杭州で行わ

れた第 19 回アジア競技大会では銅メダルを獲得。 

  ②東京 2025 デフリンピック 山田真樹（やまだ まき）選手 

   1997 年東京都生まれ。北区在住。初出場の 2017 デフリンピック 

   トルコ大会では 200m と 4×100m リレーで金、400m で銀と計

3 個のメダルを獲得。デフ陸上をリードする存在であり、東京 2025

デフリンピックでも金メダルを目指している。 

 

  上記 2 名の選手を中心に下記のような事業を実施し、大会の普及啓発

およびアスリートへの応援気運醸成を行う。 

   ・大会開催 1 年前イベントや壮行会等の実施 

   ・アスリートによるスポーツ教室や講演会等の実施 

 

（２）各団体からの情報発信 

   都や組織委員会、北区等の取組について、各団体から区民に向けて

情報発信をしていただき、認知度を高める。 



 
 

【資料 3】 
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令和５年度事業報告について 

 

１ 要 旨 

第２回トップアスリートのまち・北区推進協議会（令和５年６月）

後に実施した「トップアスリートのまち・北区」推進に関する主な事

業を報告する。 

 

２ 事業報告 

（１）日テレ・東京ヴェルディベレーザ関連事業 

①FIFA 女子ワールドカップ 2023 パブリックビューイング in 北区 

令和５年７月「FIFA 女子ワールドカップ オーストラリア&ニュ 

ージーランド 2023」が開催され、北区スポーツ大使の日テレ・東  

京ヴェルディベレーザから、植木理子選手（現在はウェストハム・ 

ユナイテッド FC ウィメン所属）、田中桃子選手、藤野あおば選手が 

代表メンバーに選出された。区では懸垂幕の掲出や、日本代表戦の 

パブリックビューイングを実施した。 

 〇日程： 

7 月 26 日（水）対コスタリカ （23 名） 

    31 日（月）対スペイン  （30 名） 

  8 月 5 日（土）対ノルウェー （47 名） 

    11 日（金）対スウェーデン（86 名） 

  ※（）は参加者数 

 〇場所： 

赤羽体育館 

 

②公開練習及び WE リーグ開幕に向けた激励会 

 日テレ・東京ヴェルディベレーザが所属する WE リーグ 2023- 

2024 シーズンの開幕に向け、応援機運を高めていくことを目的と 

し、公開練習及び激励会を実施した。 

 〇日程：11 月 1 日（水） 

 〇場所：赤羽スポーツの森公園競技場、赤羽 Bivio 七福神広場 

 

③小学校訪問交流事業 

 ホームグラウンドの味の素フィールド西が丘（西が丘 3-15-1） 

近くに位置する西が丘小学校との交流事業を実施した。 

○日程：11 月 29 日（水） 

○場所：西が丘小学校 
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〇対象：小学５年生  

○内容 ：北 村菜 々 美選手 、菅 野奏 音 選手に よる ドリ ブ ルリレ ー、 

ミニゲーム、質問コーナー等 

 

④北区民観戦デー 

○日程：12 月 10 日（日） 

○場所：味の素フィールド西が丘 

○内容：区内在住・在勤・在学の方がホームゲームをお得に観戦 

できる「北区民観戦デー」を実施した。 

※ 同日 、 東 京ヴ ェ ル ディ 公 式 マス コ ッ ト『 リ ヴ ェル ン』 

のデザインマンホール蓋のお披露目式も実施。 

   〇入場者数：1,355 名（日テレ・東京ヴェルディベレーザ HP よ 

り） 

 

（２）日本スポーツ振興センター（以下「JSC」）と「スポーツの力」共

同宣言 

令和５年８月、JSC と「スポーツの力」共同宣言を行い、JSC

が展開する地域連携ネットワーク「JAPAN SPORT NETWORK 

（JSN）」に加入した。今後、お互いの持つ強み・情報・ノウハウ

を相互にシェアしながらスポーツ推進のための連携・協働に取り

組んでいく。 

 

（３）北区スポーツ大使・スポーツコンダクター派遣事業の活用につい 

   て 

    様々な事業・イベントに北区スポーツ大使や北区スポーツコン

ダクターなどを派遣している。トップアスリートの日々の努力や

経験等を講演やスポーツ指導を通じて伝え、区民との交流を図り

ながら「トップアスリートのまち・北区」を推進していく。 

    令和５年度の実績は以下のとおりである。 

    現在、区事業や区立幼稚園・小中学校等への派遣が多いが、今

後、講演会や講座、地域イベント、祭り、トークショー、企業研

修等、活動の場を広げていけるよう、例えばチラシのリニューア

ルや各団体に利用希望調査を行う等、積極的に事業の活用を呼び

掛けていく。 

  また、北区スポーツ大使については、北区区民まつりのような 

   大規模イベントへの毎年の参加調整や大使同士が集結するよう 

   なイベント企画を検討していく。 
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【令和５年度実績】 

①北区スポーツ大使 

〇「豊島五丁目グリーンスポーツ広場オープニングイベント」出 

演 

・日程：令和５年8月26日（土） 

・場所：豊島五丁目グリーンスポーツ広場 

・内容：施設の開設記念式典の一環として、高橋勇市選手（ア 

テネ2004パラリンピックマラソン金メダリスト）と 

伴走者が400mトラックを1周するデモンストレーシ 

ョン等を実施。 

 

   〇「東京都北区障害者差別解消法啓発事業 講演会」出演 

    ・日程：令和５年11月19日（日） 

    ・場所：赤羽会館１階講堂 

    ・講師：高橋勇市選手 

    ・テーマ：「差別のない社会を目指して」 

 

②北区スポーツコンダクター派遣事業（実施予定分を含む） 

アスリート氏名 派遣先 競技 

高橋勇市選手 
うめのき幼稚園、 

豊川小、岩淵小 

パラ陸上・パラトラ

イアスロン 

上田春佳氏ほか 西が丘小 競泳 

澤田優蘭選手ほか 目黒区立第一中 パラ陸上 

小川仁士選手 堀船小 車いすラグビー 

太田渉子選手 
第四岩淵小（オンラ

イン） 
パラテコンドー 

久良知美帆選手 滝野川もみじ小 
フェンシング（フル

ーレ） 

 

③「第 40 回ふるさと北区 区民まつり」への参加 

○日程：令和５年10月7日（土）～８日（日） 

〇場所：飛鳥山公園スポーツ推進課ブース内 

〇内容：第40回ふるさと北区 区民まつりにて、JOHOKU ATH 

LETES CLUB（現役選手含む）や日テレ・東京ヴェルデ 

ィベレーザの展示等を行った。 

        また、第40回記念として実施された元レスリング日本 

代表の吉田沙保里氏トークショーでは、JOCエリートア 

カ デミ ー 生 （レ ス リ ング ） に よる 花 束 贈呈 等 を 行っ た。 
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  ※北区スポーツ大使・スポーツコンダクター派遣事業の活用方法に 

ついて 

   〇内容：世界を舞台に活躍したアスリートを様々な事業・イベン 

トへ派遣する事業。 

○対象：小中学校、高等学校、町会、自治会、地域団体、企業等 

〇依頼できること：講演会の講師、運動の実技指導等  

〇申込方法：北区HPにある派遣依頼書を提出又は、トップアスリ 

ートのまち推進係へ問合せ 

   〇費用：アスリートへの謝礼は申込団体が負担する。但し、区立 

小中学校等は予算の範囲内で区が負担する。 

 

（４）ハンガリー柔道協会交流事業 

   「グランドスラム東京 2023」に伴い、来日したハンガリー柔道 

協会の選手等と交流事業を実施した。 

 

①柔道交流会 

○日程：令和５年 12 月４日（月） 

○場所：滝野川体育館 第二武道場 

〇講師：プップ・レーカ選手（女子-52kg 級）、    

アーコシュコーチ 

 ○世界ランキング：6 位（令和 5 年 11 月 16 日 

現在）※グランドスラム東京 

2023 での大会成績は 5 位 

 

②小学校・中学校部活訪問 

○日程：令和５年 12 月６日（水） 

○場所：稲田小学校、赤羽岩淵中学校柔道部 

〇ゲスト：カラカシュ・ヘドヴィグ元ハンガリー 

柔道代表（女子-57Kg 級） 

 〇内容：【小学校】 

全校児童による歓迎会、授業参観 

（毛筆、昔遊び等）、給食・懇談等 

 

【中学校部活】 

同校柔道部、桐ケ丘中学校柔道部、区内柔道クラブの児童・生徒を対象

に、部活練習、質問タイム等。 

 

（５）東洋大学健康スポーツ科学部健康スポーツ科学科との連携事業 
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  幅広い世代を対象に「トップアスリートのまち・北区」を区内外 

へ発信するとともに、スポーツによる健康づくりを推進していくた 

め、東洋大学健康スポーツ科学部健康スポーツ科学科の学生と一緒 

に、スポーツに関する様々な企画や事業を行っている。 

 

  ①齊藤ゼミとの連携事業 

〇内容：東洋大学赤羽台キャンパス HELSPO HUB-3 の取材・ 

    北区ゆかりのアスリート（城北信用金庫所属）へのイン 

    タビュー（区 HP 掲載）。また、親子で楽しめるスポーツ 

を通じた健康づくり事業「親子ハロウィン運動会」を実 

施した。 

 

  ②谷塚ゼミとの連携事業 

○日程：令和６年１月16日（火） 

〇場所：東洋大学赤羽台キャンパス 

〇内容：ゼミ生による「スポーツを通じた北区の社会問題解決の 

ためのビジネスモデル」コンテストを実施。区内事業者 

や区職員が採点委員として参加した。 

 

③鈴木ゼミとの連携事業 

○日程：令和６年１月27日（土） 

〇場所：東洋大学赤羽台キャンパス 

〇対象：区内在住・在学の小学1～3年生 

〇内容 ：幼 少体 育 先進国 ドイ ツの 事 例を参 考に 、学 生 と一緒 に、 

スイング吊り輪・平均台・跳び箱などを利用して『走る 

・跳ぶ・よじ登る』など様々な動きを体験する「ベーシ 

ックスポーツ教室」を実施した。 

 

  ④その他東洋大学赤羽台HELSPO HUB-3アリーナにおける後援 

事業 

〇第 73 回関東高等学校卓球大会 

    ・日程：令和５年６月３日（土）～４日（日） 

       ・主催：関東高等学校体育連盟 

 

〇卓球ノジマカップ 2023 

    ・日程：令和５年６月17日（土）～18日（日） 

       ・主催：一般社団法人Tリーグ ※区民観戦招待あり 

 

〇THE NORTH TOKYO DERBY 
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・日程：令和５年7月16日（日） 

 ・主催：東洋大学（TOYO SPORTS CENTER） ※区民観戦 

招待あり 

 

〇卓球「2023 全農 CUP 東京大会」 

・日程：令和５年 7 月 22 日（土）～23 日（日） 

・主催：公益財団法人日本卓球協会 ※区民観戦招待あり 



 
 

【資料４】 
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日本卓球協会及び T リーグ・パラ卓球２競技団体 

との協定締結及び今後の展望について 

 

１ 要 旨 

令和５年 11 月、北区は公益財団法人日本卓球

協会及び一般社団法人 T リーグ・日本肢体不自由

者卓球協会・障がい者卓球選手支援協会とスポー

ツの推進及び連携に関する協定を締結した。 

これは、卓球を通して様々な地域のスポーツ推

進に連携して取り組んできた、区と各卓球協会・

団体がより一層、相互に連携・協力を図り、地域

のスポーツ・パラスポーツの推進と発展に寄与す

ることを目的としたもので、今後、既存事業の継続的実施や様々な

イベント・大会の開催に取り組んでいく。 

 

２ 令和５年度実施事業 

（１）T リーグ ノジマカップ 2023 

        日本トップレベルの選手が集うシングルス大会を開催。北区民

限定の無料観戦招待（各日約 600 名）を行った。 

   〇日程：令和 5 年 6 月 17 日（土）、18 日（日） 

   〇会場：東洋大学赤羽台キャンパス HELSPO HUB-3 アリーナ 

   〇招待来場者数：両日計 567 名 

   〇主催：一般社団法人 T リーグ 

   〇後援：北区 

 

（２）2023 全農 CUP 東京大会 

    ノ ジ マ カ ッ プ に 続 き 日 本 ト ッ プ レ ベ ル の 選 手 が 集 う シ ン グ ル

ス大会を開催。北区民限定の無料観戦招待（各日 30 名）を行っ

た。 

      〇日程：令和 5 年 7 月 22 日（土）、23 日（日） 

   〇会場：東洋大学赤羽台キャンパス HELSPO HUB-3 アリーナ 

   〇招待来場者数：両日計 54 名 

   〇主催：公益財団法人日本卓球協会 

   〇後援：北区 

 

（３）みんなの卓球大会 

    障 害 の あ る 方 も な い 方 も 誰 で も 参 加 で き る オ ー プ ン 大 会 を 開

催。参加料は、全額障がい者卓球選手の海外遠征費補助金に充て

られる。 
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   〇日程：第１回）令和 5 年 8 月 19 日（土） 

       第２回）令和 6 年 1 月  6 日（土） 

       ※第 3 回は令和 6 年 3 月 31 日（日）開催 

   〇会場：第１回）滝野川体育館アリーナ 

第２回）赤羽体育館メインアリーナ 

   〇参加者数：第１回）148 名 

         第２回）183 名 

   〇主催：一般社団法人障がい者卓球選手支援協会 

   〇共催：北区 

 

３ 令和６年度実施予定事業 

（１）（仮称）卓球拠点づくり 

       地域のスポーツ推進、卓球・パラ卓球の普及や技術向上を目的

に、区内施設において月に 2 回程度、卓球の練習や卓球協会スタ

ッフ等による指導を受けられる環境を整備する。競技経験や障害

の有無に関わらず無料で参加できるものとする。 

    体育施設や卓球のできるふれあい館、その他施設での実施を検

討していく。 

 

（２）障害者スポーツ実施環境の構築支援事業の活用 

    パラ卓球（肢体不自由者卓球）の実施環境創出・普及を目的と

し、日本パラスポーツ協会が行う「障害者スポーツ実施環境の構

築支援事業」を活用し、一般社団法人日本肢体不自由者卓球協会

の申請のもと、赤羽体育館等にパラ卓球対応卓球台や車いす等の

物品を導入する計画を進めている。 

 導入物品については、上記（１）事業や卓球関連事業の他、区

民や他団体が施設利用の際に使用できるよう整備していく。 

 

（３）参加型大会実施や全国大会の区民観戦（実施予定） 

    住民が参加できる卓球大会の実施によるスポーツ実施機会の

充実と、様々な全国規模の大会の区民観戦機会創出によるスポ

ーツの魅力発信を通じて「トップアスリートのまち・北区」推

進を図る。 

    ①卓球アジア選手権予選会（観戦） 

    〇日程：令和6年6月20（木）～21日（金） 

    〇主催：公益財団法人日本卓球協会 

 

②みんなの卓球大会（参加） 

〇時期：令和６年8・12・３月頃の計3回 

〇主催：一般社団法人障がい者卓球選手支援協会 
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③混合ダブルス卓球大会（参加） 

〇時期：未定 

〇主催：一般社団法人Tリーグ 

 

④全日本パラ卓球選手権大会（肢体の部）（観戦） 

〇時期：令和6年9月 

〇主催：一般社団法人日本肢体不自由者卓球協会 

 

⑤全国ろうあ者卓球選手権大会（観戦） 

〇時期：令和6年11月 

〇主催：一般社団法人日本ろうあ者卓球協会 
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【URL】https://www.oaj.jp/news/231213/ 【資料５】

【令和5年度実績】
　中村 真衣（なかむら まい）・上田 春佳（うえだ はるか）氏【水泳】
　水鳥 寿思（みずとり ひさし）氏【体操】
　高平 慎士（たかひら しんじ）氏【陸上】
　荒木 絵里香（あらき えりか）氏【バレーボール】
　小谷 実可子（こたに みかこ）氏【アーティスティックスイミング】

https://www.oaj.jp/news/231213/

